










































































































































































































































































Karel Dobbelaere, 1981, "Secularization." Current Sociology 29.2. ( ∫.スインゲド-､石井研士訳､ 『宗
教のダイナミックス』､ヨルダン社､1992年.)
論文審査結果の要旨
本研究で採り上げる｢世俗化論｣とは､ 1960年代から1970年代前半にかけ､欧米の宗教社会学を中心
に一種の学問的流行として盛んに論じられた理論である｡しかし｢流行｣の名が示すように､ ｢世俗化論｣
への学的関心は､ 1980年代以降になると急速に廃れて｢時代遅れの理論｣と見なされるようになり､人文
社会科学分野の``一般用語''としては今なお健在ながら､当の宗教社会学では周辺的な過去の理論と見な
されている｡
そのような現状を踏まえつつ論者は､ ｢序｣に続く五章構成の本論文で､この理論に関わった学者の諸
説を改めて検証する｡その結果､これまでの｢世俗化論｣が目指した方向を明らかにすると共に､そのよ
＼
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うな理論構築の背後にあったそれぞれの学者の構想力を検証し､宗教社会学がもっている現代的可能性
を提示している｡
第-草｢世俗化論の歴史｣では､世俗化及び世俗化論の歴史が概観される｡ここでの世俗化諸理論の分
析は､従来見られなかったほど広範且つ撤密なもので､本章だけでも世俗化論に関する学説史検証の価
値ある業績といえる｡これに続く第二章｢B.ウイルソン､『典型的世俗化論』として｣､第三章｢T.パー
ソンズ､システム論と世俗化論｣､第四号｢バーガー-ルックマン､現象学的社会学と世俗化論｣では､古
典的世俗化論者と呼ばれた論者を順次採り上げ､各論的に分析される｡その際の特色として､それぞれ
の世俗化論の構成を世俗化論者の宗教的背景や文化的背景などの外在的要因に寄せて解釈するのではな
く､理論そのものの中から｢理論内在的｣に読み解いて行こうとする視角が独創的である｡最後の第五章
｢宗教概念と宗教社会学の可能性｣では､これまでの各論的議論を踏まえた上で､ ｢世俗化論｣のもつ意義
を｢(1)宗教社会学における世俗化論とは､近現代社会一般における宗教の変容に注目した理論と理解さ
れる.｣ ｢(2)近現代社会一般における宗教の変容に注目する理論は､宗教の理解の深化に独自で不可欠の
貢献を為しうる｣､そして｢(3)宗教概念彫琢の営みとして宗教研究とは､現代世界における他者理解･
異文化理解の努力の学問的表現にはかならない｣とまとめる｡そして宗教概念が近現代的な認識図式に
対する残余範噂として有用性をもつという理解に立って世俗化諸理論を再解釈した論者は､かかる新た
な視点から､世俗化諸理論には継釆し発展すべき現代世界における他者理解･異文化理解への努力と洞
察があることを示し､これを宗教社会学の現代的可能性と位置づけた｡
以上に示された成果は､今後の宗教社会学のみならず､広く宗教研究を行う人文社会科学の多くの研
究者に有益な示唆を与えるものといえる｡よって本論文の提出者は､博士(文学)の学位を授与されるに
充分な資格を有するものと認められる｡
-45-
